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「あまみ地域づくり褒賞」の表彰状授与式を行いました

大島支庁総務企画課地域振興係 主事 永田 祐樹

大島支庁では，平成２３年１０月に「あまみ地域づくり褒賞」を創設し，奄美地域の振興に顕著

な功績をあげられた方々を表彰しています。

今年度は，１個人・10団体が受賞され，去る１月２７日に大島支庁会議室にて，表彰状の授与

を行いました。

当日は，１個人・８団体の方々に御出席いただき，それぞれの代表の方に，田中支庁長が表

彰状を授与し，挨拶を述べました。

あまみ地域づくり褒賞（表彰状）を授与された受賞者の皆様

前列左から，和泊町連合青年団，特定非営利活動法人ＵＮｉＳＯＮキノコにじいろクラブ，秋名

さねん花，たつごう在宅家族の会，保池 久氏，中勝どぅくさ会，徳之島町生活研究グループ連

絡協議会，特定非営利活動法人ヨロンＳＣ の代表の方々

徳之島ビジョン株式会社 の代表の方 田中支庁長の挨拶
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また，授与式終了後は，支庁長をはじめ，各部長等も交えて，受賞された方々との意見交換

会を実施し，それぞれの活動の様子や困っていること，今後の抱負やお互いの交流などについ

て，活発な意見交換を行いました。

意見交換会の様子

なお，都合により表彰状授与式に出席できなかった２団体については，別途，表彰状の授与

を行う予定です。

今回受賞された皆様の功績概要や，過去の受賞者については，大島支庁のホームページに

掲載しています。

ホーム> 地域振興局・支庁> 大島支庁> 地域情報> 奄美群島全域の情報> お知らせ・イベント等>

令和２年度あまみ地域づくり褒賞表彰状授与式

（http://www.pref.kagoshima.jp/aq01/chiiki/oshima/chiiki/zeniki/oshirase/amamihousyou02.ht

ml）
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「奄美たんかん」は，今年も品質良好！ 出荷始まる

令和２年度「奄美たんかん」ハサミ入れ式を開催

大島支庁農政普及課技術普及係 技術専門員 平田 昭人

あまみ農業協同組合大島事業本部生産部会連絡協議会果樹部会が２月１日に令和２年度

「奄美たんかん」ハサミ入れ式を奄美市本茶の平井オレンジグロウブ園で開催し，生産者，Ｊ
ひら い

Ａ，市町村，大島支庁，関係者約７０名が収穫開始を祝いました。

奄美大島では，温暖な亜熱帯性気候を活かし，たんかんの栽培が盛んであり，約240haの面

積で栽培されています。

令和２年度産の奄美たんかんのＪＡ共販量としては１３０ｔが見込まれており，２月１日～３月

中旬まで販売を予定しており，標高の低い下場から，出荷していきます。

ＪＡでは宅配を中心にしながら，従来の販売先である東北～北海道へ販売する仲卸業者や，

全国に販売する通販業者，チェーン店，地元や沖縄の青果市場，各種フェア，県経済連通しの

市場（大阪，福岡，広島，鹿児島）に加えて，本年度は東京市場や鹿児島市の山形屋へ初めて

出荷します。

奄美たんかんハサミ入れ式（園主（中央右）と園主の父（中央左））
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本年度産の奄美たんかんは，表年といえる開花量で，台風などの大きな気象災害も少なかっ

たため比較的順調に生育し生産量が見込め，品質も，生産者，関係者が一体となって，適期管

理に努めた結果，良質な奄美たんかんが出荷されます。

開催園地の平井オレンジグロウブ園でも，肥培管理や樹体管理，病害虫管理などに取り組

み，素晴らしい奄美たんかんが仕上がっていました。

大島支庁では，品質向上や単収増

加，生産安定に向けた栽培技術の向上

への支援に加え，奄美大島選果場に整

備された高性能な光センサー選果機を

活用して品質が保証された奄美たんか

んの有利販売やブランド化に向けて，

農家の皆さんとともに，市町村，ＪＡ，

関係団体と連携し，奄美たんかんの生

産を振興していきます。

開催園の着果状況

ＪＡのＰＲチラシ

園主とＪＡあまみ組合長のハサミ入れ
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初任地が奄美大島の職員と支庁幹部との懇談会

大島支庁総務企画課総務労政係 事務局

大島支庁では，平成28年度から，『初任地が奄美大島の職員と支庁幹部との懇談会』を実施

しています。

例年11月頃，アフター５に場所を居酒屋等に移し，楽しく飲みながら語り合う懇談会で実施し

ていましたが，今年度は新型コロナウィルスの感染拡大の影響もあり，幾度か延期し，調整を重

ねましたが最終的には，会食なしの懇談会という形での開催となりました。

新規採用職員は昨年度及び今年度採用職員，幹部は支庁長及び各部長，また新規採用アド

バイザーも加わり，事務局として総務企画課長及び総務労政係長が参加しました。

まず，新規採用職員が「奄美に来て良かったこと（魅力，習っていることなど）や困ったこと」

「仕事のやりがい」「支庁長や部長に伝えたいこと，聞いてほしいこと」「改善できないか提案した

いこと」等について３分間スピーチしてました。

研修当日，出張等で出席できなかった職員もいましたが，平成31年度採用者４名，令和２年

度採用者５名が，各々の体験から紡ぎ出されたスピーチを自分の言葉で伝えてくれました。

懇談会の模様
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新規採用職員スピーチの主なもの。

「奄美に来て良かったこと（魅力，習っていることなど）や困ったこと」

・ 身近に豊かな自然がある。

・ 自然と生活環境がとても良いバランスで成り立っている。

・ 同期の仲が良い。

・ 仕事で関係のある島人（シマッチュ）の方々から，優しく温かい励ましの言葉や貴重な資

料等を頂き，嬉しかった。

・ 湿気が多く，すぐにカビが生える。

・ 家族や友人達とすぐに会えない。

・ 新型コロナウィルスに感染した時が不安である。

「支庁長や部長に伝えたいこと，聞いてほしいこと」

・ 若いうちにした方がいいことは，何でしょうか？

「改善できないか提案したいこと」

・ 職場のデジタル化推進。

・ 障がい者が庁舎内のトイレを使用するとき，狭くて不便。

支庁幹部職員 新規採用アドバイザー

平成31年度 新規採用 令和２年度 新規採用
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支庁長や各部長からの意見・アドバイスの主なもの。

・ 仕事もしっかりやりつつ，島唄や島の料理等を学んだりして奄美ライフを楽しんで頂きた

い。

・ 地元の方々と語ってみる。島人（シマッチュ）の方々と語らうことで，日頃悩んでいたことが

吹き飛んでしまうこともある。

・ 同期のつながりを大切にしてほしい。

・ この仕事については，誰にも負けないという意識が大切。

・ 「三惚れ」という言葉がある，仕事に惚れ，地域に惚れ，パートナーに惚れる。

・ 飛行機は，鹿児島までの便数も限られているが，船だと寝ている間に鹿児島市に着く。

（視点を少し変えて物事を見ることで違う発見がある。）

・ 新型コロナウィルス感染症に罹患した時の，療養体制は整っているので，安心してほし

い。

また，感染者やその家族，治療にあたっている医療機関とその関係者等に対し不当な差

別や偏見，いじめ等がないよう，正確な情報に基づいた冷静な行動が必要。

・ 若い時に，奄美大島で働けるということは，後々の人生で貴重な体験となる。

・ 同期の仲間は，貴重な財産。今でも仲良くしている。

・ アンテナを高くし，何でもチャレンジしてほしい。

今回の懇談会は，新規採用職員の問いかけに，幹部職員が県庁職員としての経験から答え

るといった，まるで島唄の掛け合い（唄問答）のように素晴らしい懇談会となりました。

懇談会の模様



- 8 -

ひかん桜 一口メモ

大島支庁総務企画課総務労政係

奄美大島では，濃いピンク色の可憐な花ヒカンザクラが見頃を迎えています。

『奄美自然観察の森』にはヒカンザクラの開花標準木があります。

今年は，１月５日に初開花，１月１5日に開花宣言があったと記されていました。

新しい生活様式で，ソーシャルディスタンスを取り，マスク着用での花見でした。

令和３年２月 奄美自然観察の森 令和３年２月 奄美自然観察の森

令和３年２月 本茶峠 令和３年２月 本茶峠
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統計情報

１ 鹿児島県毎月推計人口

令和３年１月１日現在の奄美群島の人口は103,535人で，前年の同月と比べて1,350人減

少しています。（龍郷町のみ，前年同月比47人増加。６月以降，８ヶ月連続増加）

県全体 奄美群島
奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島

1月1日現在(人) 1,587,785 103,535 58,395 6,598 21,609 11,923 5,010

前年同月(人) 1,599,779 104,885 59,114 6,685 21,944 12,106 5,036

増減数(人) -11,994 -1,350 -719 -87 -335 -183 -26

前年同月比(％) -0.7 -1.3 -1.2 -1.3 -1.5 -1.5 -0.5

２ 鹿児島県観光動向調査

令和２年12月における県内の調査対象ホテル・旅館83施設の宿泊客数（宿泊延べ人員）

は，合計238,085人で，新型コロナウイルス感染症の影響から海外からの宿泊客の減少，一

般団体・企画ツアー，大会参加が減少し,前年同月比 11.3％の減となっています。

奄美地区の宿泊客数については，関西からの宿泊数は増加したものの，九州・沖縄・中国

地方からの宿泊客の減少により23,571人で前年同月比 2.0％の減となっています。

（単位：人，％）

令和２年12月 前年同月比

県全体 238,085 △11.3

奄美地区 23,571 △2.0
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３ 大島紬

令和３年１月の生産反数は242反で，前年同月の生産反数234反と比較して3.3％の増加

となっています。

《 発 行 》

大島支庁総務企画部総務企画課

TEL：0997-57-7212

E-mail:oosima-soumu@pref.kagoshima.lg.jp

男物 女物 泥染 泥藍染 藍染
化学

染料染
草木染

複数
染料染

反数
生産金額
（千円）

経 緯 絣 214 11 203 108 4 0 81 21 0 19,510 214 19,510

緯　　絣 28 0 28 1 0 0 25 2 0 1,088 28 1,088

計 242 11 231 109 4 0 106 23 0 20,598 242 20,598

反数
生産金額
（千円）

累　　　　計男物女物別 　　染　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　別


